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　�つの整数があり��その和は��で��大きい方から小さい方をひいたときの差は��です。２
　この�つの整数を��それぞれ求めなさい。

　�例�　�つの整数のうち��大きい方の数を�[���小さい方の数を�\�とすると
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　　　　これを解くと��　��
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　　　　大きい方の数を����小さい方の数を��とすると��問題にあう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答　��と��

　�けたの正の整数があり��この整数の十の位の数と一の位の数を入れかえると��３
　もとの整数より��大きくなります。また��もとの整数では��十の位の数と一の位の

　数の和は�となります。もとの整数を求めなさい。

　�例�　もとの整数の十の位の数を�[���一の位の数を�\�とすると

�　　　もとの整数は　���[�\�

　　　�入れかえた整数は　���\�[ �
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　　　�これを解くと　��
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　　　��もとの整数の十の位の数を���一の位の数を�とすると��問題にあう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�答　���
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